
ご利用ください
ときがわ町

首都圏自然歩道
　首都圏自然歩道 （関東ふれあいの道） は総延長約

1,800km、 関東地方一都六県をぐるりと一周する

長距離自然歩道です。 東京都八王子市の梅の木平

を起終点に、 高尾山、 奥多摩、 秩父、 妙義山、 太

平山、 筑波山、 霞ヶ浦、 九十九里浜、 房総、 三浦

半島、 丹沢などを結んでいます。

　埼玉県のコースは東京都との境である棒ノ嶺から

始まり、 奥武蔵、 黒山を通り秩父地方を北上し、

三波石峡を通って群馬県と結ぶ延長約 155.5km、

13 コースが設定されています。

　ときがわ町内には 「峠の歴史をしのぶみち」 （正

丸駅～白石車庫バス停）、 「グリーンラインに沿った

みち」 （吾野駅～白石車庫バス停） のそれぞれ一部

が、 町の南西側の外縁部に設定されています。

　

　

乗合タクシー

ハイキングコースの見どころ

越沢稲荷の大スギ （上 ・ 大野椚平周遊コース）

大カヤ （右上 ・ 大築城跡周遊コース）

姥樫 （右下 ・ 大築城跡周遊コースの先）

男鹿岩 （上 ・ 弓立山周遊コース）

女鹿岩 （左上 ・ 堂山雷電山周遊コース）

三波渓谷 （左下 ・ 里山コース）

堂平天文台の紅葉 （左上 ・ ときがわトレッキングコース）

霊山院のサクラとミツバツツジ （右上 ・ ときがわトレッキングコースなど）

小倉日枝神社のシダレザクラ （右 ・ 小倉城跡愛宕山周遊コース）

乗合タクシーってどんな乗り物？
　予約した共通乗降所から乗車できるワゴン車 （最

大 8 名） です。 同じ時間帯に同じ方向への予約が

重なる場合、 他の乗客と一緒に乗車するため 「乗

合タクシー」 と呼んでいます。

　町内の共通乗降所を順番に回りながら、 乗客がそ

れぞれの目的地で乗り降りします。 乗り降りできる

のは共通乗降所だけです。 町から出る場合は、 路

線バスまたは明覚駅から八高線をご利用ください。

ハイキングが目的でも利用できるの？
　どなたでも１人から利用できます。 利用者登録は

スマートフォンから簡単にでき、 登録した日から利

用できます。 ハイキングを始める地点への移動はも

ちろん、 歩き疲れた時に気軽にコース上の共通乗降

所から利用できるのも便利です。

　ご利用の場合は、 希望する時間の３０分前までに

予約をする必要があります。 スマートフォンなら 24

時間いつでも予約ができます。 予約は先着順のた

め、 予約状況によってはご希望の時間に利用でき

ないことがありますのでご注意ください。

　※二次元バーコードから乗合タクシー
　　 の予約画面にアクセスできます。

運行時間
・ 平日 （月～金）　6 時 30 分～ 21 時 00 分

・ 土曜日　　　　　  7 時 00 分～ 21 時 00 分　

・ 日曜日、 祝日　 7 時 00 分～ 19 時 00 分

利用料金 1 人１回 （片道）

大人　500 円 ／ 小人　300 円

利用予約＆問い合わせ
株式会社越生タクシー （運行事業者）

電話０４９－２９２－８１８１

ときがわ水辺の道
　埼玉県の事業 「川のまるごと再生プロジェクト」

により、 町の中心を流れる都幾川沿いに整備され

た約 7.3 ㎞にわたる遊歩道です。

　川上は別所地区の別所橋付近に、 川下は大字玉

川の和田地区にそれぞれ起終点が設定され、 飛び

石 （上の画像） も複数設置されています。 また坪ノ

内橋と玉川橋、 市川橋と岡前橋の間は、 河川の両

岸にそれぞれコースが設けられています。

　コースには季節を実感できる草花や田園風景をは

じめ、 県内最古のアーチ橋で日本の近代土木遺産

（土木学会） に指定された玉川橋 （玉川地区） や、

JR 八高線が都幾川を渡る様子を真下から見上げる

ことのできる都幾川橋梁 （下の画像 ・ 番匠地区）

など、 川にまつわる見どころがいっぱいです。

　コースの一部は 「スモールチェンジコース」 として

町民の健康づくり事業に活用されています。

　

　


